
(57)【要約】

　特に磁気共鳴結像システムに冷凍をもたらすために適

した、共振リニアモータ駆動クライオクーラー・システ

ムに於いて、共振リニアモータ（２０）からの振動およ

びパルス化したガスからの騒音をクライオクーラーから

、連結管（２４、２６）および好ましくはダッシュポッ

ト（２５）を含む加工物伝達管によって遮断し、その上

連結管が共振リニアモータの内部行程容積を超える容積

を有する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 共 振 リ ニ ア モ ー タ 駆 動 ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム で あ っ て ：
　 　 　 （ Ａ ） 　 内 部 行 程 容 積 を 有 す る 共 振 リ ニ ア モ ー タ ；
　 　 　 （ Ｂ ） 　 該 共 振 リ ニ ア モ ー タ か ら 離 隔 さ れ た ク ラ イ オ ク ー ラ ー ； お よ び
　 　 　 （ Ｃ ） 　 前 記 共 振 リ ニ ア モ ー タ か ら ク ラ イ オ ク ー ラ ー ま で 伸 び る 連 結 管 を 含 み 、 該
連 結 管 が 前 記 共 振 リ ニ ア モ ー タ の 内 部 行 程 容 積 を 超 え る 容 積 を 有 す る ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム に 於 い て 、 前 記 連 結 管 容 積 が 前 記 共
振 リ ニ ア モ ー タ の 前 記 内 部 行 程 容 積 の 少 な く と も ２ 倍 で あ る ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム で あ っ て 、 更 に 、 前 記 共 振 リ ニ ア モ
ー タ と 前 記 ク ラ イ オ ク ー ラ ー の 間 の 前 記 連 結 管 上 に 配 置 さ れ た ダ ッ シ ュ ポ ッ ト を 含 む ク ラ
イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム に 於 い て 、 前 記 ダ ッ シ ュ ポ ッ ト が 質
量 を 含 む ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム に 於 い て 、 前 記 ダ ッ シ ュ ポ ッ ト が ば
ね を 含 む ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム に 於 い て 、 前 記 ダ ッ シ ュ ポ ッ ト が ピ
ス ト ン を 含 む ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム で あ っ て 、 更 に 、 前 記 共 振 リ ニ ア モ
ー タ と 前 記 ダ ッ シ ュ ポ ッ ト の 間 に 配 置 さ れ た 熱 交 換 器 を 含 む ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム で あ っ て 、 更 に 、 前 記 ク ラ イ オ ク ー
ラ ー と 前 記 ダ ッ シ ュ ポ ッ ト の 間 に 配 置 さ れ た 熱 交 換 器 を 含 む ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム に 於 い て 、 前 記 ク ラ イ オ ク ー ラ ー が
パ ル ス 管 ク ラ イ オ ク ー ラ ー で あ る ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム に 於 い て 、 前 記 ク ラ イ オ ク ー ラ ー が
磁 気 共 鳴 結 像 シ ス テ ム の 超 伝 導 磁 石 を 冷 凍 す る よ う に 配 置 し て あ る ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ
ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 一 般 的 に は パ ル ス 管 冷 凍 の よ う な 低 温 ま た は 極 低 温 冷 凍 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 低 温 冷 凍 生 成 の 分 野 で の 最 近 の 有 意 義 な 進 歩 は 、 振 動 ガ ス を 使 っ て パ ル ス エ ネ ル ギ ー を
冷 凍 に 変 換 す る 、 パ ル ス 管 シ ス テ ム の よ う な 、 ク ラ イ オ ク ー ラ ー の 開 発 で あ る 。 そ の よ う
な シ ス テ ム は 、 冷 凍 を 、 例 え ば 、 ヘ リ ウ ム を 液 化 す る た め に 十 分 な 、 非 常 に 低 い レ ベ ル に
生 成 す る こ と が で き る 。 そ の よ う な ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム に よ っ て 生 成 し た 冷 凍 の
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一 つ の 重 要 な 用 途 は 、 磁 気 共 鳴 結 像 シ ス テ ム で あ る 。 他 の ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム は
、 ギ フ ォ ー ド ・ マ ク マ ホ ン ・ ク ラ イ オ ク ー ラ ー お よ び ス タ ー リ ン グ ・ ク ラ イ オ ク ー ラ ー で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 高 周 波 共 振 リ ニ ア モ ー タ 駆 動 ク ラ イ オ ク ー ラ ー は 、 一 体 型 コ ー ル ド ヘ ッ ド お よ び
ド ラ イ バ ユ ニ ッ ト を 使 う 。 こ の 従 来 の 装 置 で は 、 共 振 リ ニ ア モ ー タ を コ ー ル ド ヘ ッ ド 用 取
付 け プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と し て 使 い ま た は ク ラ イ オ ク ー ラ ー が 圧 力 ・ 容 積 作 動 損 失 の 低 い コ
ン パ ク ト な シ ス テ ム に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 従 来 の 一 体 型 シ ス テ ム の 一 つ の 欠 点 は 、 特 に 共 振 リ ニ ア モ ー タ が 高 周 波 で 作 動 し て
い る と き の こ の 共 振 リ ニ ア モ ー タ か ら の 振 動 が 冷 却 す べ き 負 荷 の 動 作 に 悪 影 響 す る か も 知
れ な い こ と で あ る 。 こ れ は 、 こ の ク ラ イ オ ク ー ラ ー を 磁 気 共 鳴 結 像 シ ス テ ム を 冷 却 す る た
め に 使 う と き 、 こ の 振 動 が こ の 結 像 シ ス テ ム の 効 果 的 鮮 明 画 像 を 提 供 す る た め の 能 力 と 干
渉 す る か も 知 れ な い の で 、 特 に 問 題 で あ る 。 従 来 の 一 体 型 シ ス テ ム の も う 一 つ の 欠 点 は 、
磁 石 シ ス テ ム 上 に 大 き い 共 振 リ ニ ア モ ー タ を 収 容 す る た め の 十 分 な ス ペ ー ス が な い こ と で
あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 共 振 リ ニ ア モ ー タ に よ る ク ラ イ オ ク ー ラ ー の 効 果 的 駆 動 を
ま だ 可 能 に し な が ら 、 こ の モ ー タ か ら ク ラ イ オ ク ー ラ ー へ の 振 動 伝 達 を 実 質 的 に 避 け 得 る
、 共 振 リ ニ ア モ ー タ 駆 動 ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 お よ び 、 こ の 開 示 を 読 め ば 当 業 者 に は 明 白 に な る で あ ろ う 、 そ の 他 の 目 的 は 、
本 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ 、 そ れ は ：
　 共 振 リ ニ ア モ ー タ 駆 動 ク ラ イ オ ク ー ラ ー ・ シ ス テ ム で あ っ て ：
　 　 　 （ Ａ ） 　 内 部 行 程 容 積 を 有 す る 共 振 リ ニ ア モ ー タ ；
　 　 　 （ Ｂ ） 　 こ の 共 振 リ ニ ア モ ー タ か ら 離 間 し た ク ラ イ オ ク ー ラ ー ； お よ び
　 　 　 （ Ｃ ） 　 こ の 共 振 リ ニ ア モ ー タ か ら こ の ク ラ イ オ ク ー ラ ー ま で 伸 び る 連 結 管 を 含 み
、 上 記 連 結 管 が こ の 共 振 リ ニ ア モ ー タ の 内 部 行 程 容 積 を 超 え る 容 積 を 有 す る ク ラ イ オ ク ー
ラ ー ・ シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 使 う “ 共 振 リ ニ ア モ ー タ ” と い う 用 語 は 、 高 効 率 を 達 成 す る た め に そ の 共 振 振 動
数 近 く で 作 動 す る 、 ピ ス ト ン の よ う な 、 軸 方 向 に 往 復 運 動 す る 手 段 に よ っ て 高 強 度 の 音 響
パ ワ ー を 発 生 す る 電 気 音 響 装 置 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 使 う “ 内 部 行 程 容 積 ” と い う 用 語 は 、 共 振 リ ニ ア モ ー タ の ピ ス ト ン が 振 動 の １ 行
程 中 に 排 除 す る 最 大 容 積 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 使 う “ ク ラ イ オ ク ー ラ ー ” と い う 用 語 は 、 パ ル ス 化 し た パ ワ ー 入 力 で 冷 凍 を 作 り
出 す 蓄 熱 装 置 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 使 う “ ダ ッ シ ュ ポ ッ ト ” と い う 用 語 は 、 運 動 を 緩 衝 ま た は 減 衰 す る た め の 装 置 を
意 味 す る 。 ダ ッ シ ュ ポ ッ ト は 、 ば ね 、 質 量 、 お よ び ピ ス ト ン の 少 な く と も 一 つ を 含 む の が
好 ま し い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 面 を 参 照 し て こ の 発 明 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 さ て 、 図 １ を 参 照 す る と 、 共 振 リ ニ ア モ ー タ ２ ０ が 電 気 的 に 動 か さ れ 、 一 般 的 に １ ０ な
い し ６ ０ ヘ ル ツ の 範 囲 内 、 好 ま し く は ４ ０ ヘ ル ツ 未 満 、 最 も 好 ま し く は １ ５ な い し ３ ０ ヘ
ル ツ の 範 囲 内 の 振 動 数 で 動 作 す る 。 共 振 リ ニ ア モ ー タ ２ ０ は 、 一 般 的 に 約 １ 立 方 セ ン チ メ
ー ト ル な い し 約 １ ０ 立 方 デ シ メ ー ト ル の 範 囲 内 の 内 部 行 程 容 積 を 有 す る 。 共 振 リ ニ ア モ ー
タ は 、 シ リ ン ダ の 内 部 に 配 置 し た モ ー タ を 使 っ て 音 響 パ ワ ー を 作 る 、 往 復 運 動 す る 電 気 音
響 変 換 器 で あ る 。 こ の モ ー タ は 、 ピ ス ト ン を 備 え 、 そ れ が 振 動 す る と 、 こ の ピ ス ト ン に よ
っ て 圧 力 波 が 作 り 出 さ れ る 。 こ の モ ー タ ・ ピ ス ト ン 組 立 体 が 振 動 す る （ 前 後 に 動 く ） と き
の こ の 圧 力 お よ び 容 積 変 化 が ク ラ イ オ ク ー ラ ー を 駆 動 す る た め の 音 響 パ ワ ー で あ る 。 通 常
こ の モ ー タ は 、 線 形 懸 架 シ ス テ ム に よ っ て 懸 架 さ れ 、 そ の 磁 石 が 動 く 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 共 振 リ ニ ア モ ー タ ２ ０ か ら の 振 動 ガ ス が 、 共 振 リ ニ ア モ ー タ ２ ０ か ら ク ラ イ オ ク ー ラ ー
３ ０ ま で 伸 び る 、 連 結 管 ２ ４ 、 ２ ６ を 通 し て ク ラ イ オ ク ー ラ ー ３ ０ へ 送 ら れ る 。 こ の 連 結
管 の 容 積 は 、 共 振 リ ニ ア モ ー タ の 内 部 行 程 容 積 を 超 え る 。 こ の 連 結 管 の 容 積 は 、 こ の 共 振
リ ニ ア モ ー タ の 内 部 行 程 容 積 の 少 な く と も ２ 倍 で あ る の が 好 ま し い 。 一 般 的 に 、 こ の 連 結
管 の 容 積 は 、 こ の 共 振 リ ニ ア モ ー タ の 内 部 行 程 容 積 の １ を 超 え 約 ５ 倍 ま で の 範 囲 内 に 有 る
だ ろ う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ダ ッ シ ュ ポ ッ ト ２ ５ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 共 振 リ ニ ア モ ー タ ２ ０ と ク ラ イ オ ク ー ラ ー
３ ０ の 間 の 連 結 管 ２ ４ 、 ２ ６ 上 に 配 置 し て あ る 。 ダ ッ シ ュ ポ ッ ト ２ ５ は 、 例 え ば 、 連 結 管
、 ベ ロ ー ズ 装 置 、 ば ね 、 ピ ス ト ン 、 曲 げ 管 、 お よ び ／ ま た は 撓 み 管 を 含 ん で も よ い 。 こ の
ク ラ イ オ ク ー ラ ー ま た は コ ー ル ド ヘ ッ ド の こ の 共 振 リ ニ ア モ ー タ か ら の 遮 断 は 、 パ ル ス 化
し た ガ ス 流 振 動 の 騒 音 は 勿 論 、 機 械 的 振 動 の 問 題 に 対 応 す る 。 こ の 機 械 的 振 動 は 、 図 ２ に
示 す ば ね ９ １ 、 質 量 ９ ２ お よ び ／ ま た は ピ ス ト ン ９ ３ の よ う な 、 一 つ 以 上 の ダ ッ シ ュ ポ ッ
ト 機 能 を 使 え ば よ り よ く 軽 減 さ れ る だ ろ う 。 パ ル ス 化 し た ガ ス 流 振 動 の 望 ま し く な い 騒 音
は 、 例 え ば 、 こ の 連 結 管 容 積 が こ の リ ニ ア モ ー タ ピ ス ト ン の 排 除 す る 容 積 の 少 な く と も ２
倍 あ る 形 の 、 空 気 式 バ ッ フ ァ を 設 け る こ と に よ っ て 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 熱 交 換 器 ２ １ が 共 振 リ ニ ア モ ー タ ２ ０ と ダ ッ シ ュ ポ ッ ト ２ ５ の 間 に
配 置 し て あ る の が 好 ま し い 。 熱 交 換 流 体 ２ ２ 、 ２ ３ が 熱 交 換 器 ２ １ を 通 過 し 、 間 接 熱 交 換
に よ っ て こ の 圧 縮 機 共 振 リ ニ ア モ ー タ 装 置 か ら 熱 を 取 る 、 即 ち 、 冷 却 す る た め に 使 わ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 熱 交 換 器 ３ １ が ク ラ イ オ ク ー ラ ー ３ ０ と ダ ッ シ ュ ポ ッ ト ２ ５ の 間 に
配 置 し て あ る の が 好 ま し い 。 熱 交 換 流 体 ３ ２ 、 ３ ３ が 熱 交 換 器 ３ １ を 通 過 し 、 間 接 熱 交 換
に よ っ て 管 部 ２ ６ の 中 の 振 動 ガ ス か ら 熱 を 取 る 、 即 ち 、 冷 却 す る た め に 使 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ク ラ イ オ ク ー ラ ー ３ ０ が パ ル ス 管 ク ラ イ オ ク ー ラ ー で あ る 場 合 、 こ の ク ラ イ オ ク ー ラ ー
の 作 用 は 次 の 通 り で あ る 。 こ の パ ル ス 管 ク ラ イ オ ク ー ラ ー は 、 熱 バ ッ フ ァ 管 と 流 れ 連 通 し
た 蓄 熱 器 を 含 む 。 こ の 蓄 熱 器 は 、 蓄 熱 器 ま た は 熱 伝 達 媒 体 を 含 む 。 適 当 な 熱 伝 達 媒 体 の 例
に は 、 鋼 球 、 ワ イ ヤ メ ッ シ ュ 、 高 密 度 ハ ニ カ ム 構 造 体 、 エ キ ス パ ン ド メ タ ル 、 鉛 球 、 銅 お
よ び そ の 合 金 、 稀 土 類 元 素 の 錯 体 お よ び 遷 移 金 属 が あ る 。 こ の パ ル ス 性 ま た は 振 動 性 作 動
ガ ス は 、 冷 パ ル ス 管 作 動 ガ ス を 作 る た め に こ の 蓄 熱 器 で 冷 蓄 熱 器 媒 体 と の 直 接 熱 交 換 に よ
っ て 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 熱 バ ッ フ ァ 管 と 蓄 熱 器 は 、 流 れ 連 通 し て い る 。 こ の 流 れ 連 通 は 、 冷 熱 交 換 器 を 含 む
。 こ の 冷 作 動 ガ ス は 、 こ の 冷 熱 交 換 器 へ 移 り 、 お よ び こ の 冷 熱 交 換 器 か ら 熱 バ ッ フ ァ 管 の
コ ー ル ド エ ン ド へ 移 る 。 こ の 冷 熱 交 換 器 内 で 、 冷 作 動 ガ ス が 冷 凍 負 荷 と の 間 接 熱 交 換 に よ
っ て 温 め ら れ 、 そ れ に よ っ て 、 図 １ に 示 す よ う に 振 動 除 去 脚 １ １ 上 に 支 持 さ れ た 超 伝 導 磁
石 シ ス テ ム １ ０ を 冷 却 す る よ う に こ の 冷 凍 負 荷 へ の 冷 凍 を も た ら す 。 冷 凍 負 荷 の 一 例 は 、
磁 気 共 鳴 結 像 シ ス テ ム で 使 う た め で あ る 。 冷 凍 負 荷 の も う 一 つ の 例 は 、 高 温 超 伝 導 で 使 う
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た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 作 動 ガ ス は 、 こ の 蓄 熱 器 か ら 熱 バ ッ フ ァ 管 の コ ー ル ド エ ン ド へ 移 さ れ る 。 こ の 作 動
ガ ス が 熱 バ ッ フ ァ 管 に 入 る と 、 そ れ が 熱 バ ッ フ ァ 管 内 の ガ ス を 圧 縮 し 、 こ の ガ ス の 幾 ら か
を 貯 蔵 器 の 中 へ 押 込 む 。 こ の 熱 バ ッ フ ァ 管 と 貯 蔵 器 の 両 方 の 中 の 圧 力 が 同 等 に な る と き 流
れ が 止 る 。 冷 却 流 体 が こ の 作 動 ガ ス と の 間 接 熱 交 換 に よ っ て 温 め ら れ ま た は 気 化 さ れ 、 そ
れ で 圧 縮 し た 作 動 ガ ス を 冷 却 す る た め の ヒ ー ト シ ン ク と し て 役 立 つ 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の パ ル ス シ ー ケ ン ス の 低 圧 点 で 、 こ の 熱 バ ッ フ ァ 管 内 の 作 動 ガ ス が 膨 張 し 、 そ れ で 冷
え 、 お よ び 流 れ が 今 は 比 較 的 高 圧 の 貯 蔵 器 か ら 熱 バ ッ フ ァ 管 の 中 へ 逆 流 す る 。 こ の 冷 作 動
ガ ス を 、 冷 凍 を し お よ び 次 の パ ル ス シ ー ケ ン ス の た め に こ の 蓄 熱 器 熱 伝 達 媒 体 を 冷 却 し な
が ら 、 蓄 熱 器 の ウ ォ ー ム エ ン ド の 方 へ 押 戻 す 。 こ の 熱 バ ッ フ ァ 管 が こ の 熱 バ ッ フ ァ 管 の コ
ー ル ド エ ン ド で 圧 縮 お よ び 膨 張 サ イ ク ル 中 に 正 味 冷 凍 を 生 成 す る よ う に 、 オ リ フ ィ ス と 貯
蔵 器 を 使 っ て こ の 圧 力 と 流 れ 波 を 適 当 な 位 相 に 維 持 す る 。 こ の 圧 力 と 流 れ 波 を 同 相 に 維 持
す る た め の 他 の 手 段 に は 、 イ ナ ー タ ン ス 管 お よ び オ リ フ ィ ス 、 膨 張 器 、 リ ニ ア オ ル タ ネ ー
タ 、 ベ ロ ー ズ 装 置 、 並 び に 作 業 回 復 管 路 が あ る 。 膨 張 シ ー ケ ン ス で は 、 作 動 ガ ス が 膨 張 し
て 熱 バ ッ フ ァ 管 の コ ー ル ド エ ン ド の 作 動 ガ ス を 作 る 。 こ の 膨 張 し た ガ ス は 、 そ れ が 熱 バ ッ
フ ァ 管 か ら 蓄 熱 器 の 方 へ 流 れ る よ う に そ の 方 向 を 反 転 す る 。 こ の 貯 蔵 器 の 中 の 比 較 的 高 圧
の ガ ス は 、 熱 バ ッ フ ァ 管 の ウ ォ ー ム エ ン ド へ 流 れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 膨 張 し た 作 動 ガ ス は 、 蓄 熱 器 へ 送 ら れ 、 そ こ で そ れ は こ の 蓄 熱 器 内 の 熱 伝 達 媒 体 と
直 接 接 触 し て 前 述 の 冷 熱 伝 達 媒 体 を 作 り 、 そ れ に よ っ て こ の パ ル ス 管 冷 凍 シ ー ケ ン ス の 第
２ 部 を 完 結 し 、 お よ び こ の 蓄 熱 器 を 次 の パ ル ス 管 冷 凍 シ ー ケ ン ス の 第 １ 部 の た め の 状 態 に
置 く 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 発 明 を 好 適 実 施 例 を 参 照 し て 詳 し く 説 明 し た が 、 当 業 者 に は 、 こ れ ら の 請 求 項 の 精
神 お よ び 範 囲 内 に 他 の 実 施 例 が あ る こ と が 分 る だ ろ う 。 例 え ば 、 こ の 発 明 の 実 施 に 使 っ て
も よ い 、 他 の 種 類 の ク ラ イ オ ク ー ラ ー に は 、 ギ フ ォ ー ド ・ マ ク マ ホ ン ・ ク ラ イ オ ク ー ラ ー
お よ び ス タ ー リ ン グ ・ ク ラ イ オ ク ー ラ ー が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 単 純 化 し た 概 略 図 で あ り 、 そ こ で は ク ラ イ オ ク ー ラ ー が 、 磁
気 共 鳴 結 像 シ ス テ ム に 使 っ て も よ い よ う な 、 超 伝 導 磁 石 シ ス テ ム を 冷 凍 す る た め に 使 っ て
あ り 、 お よ び ダ ッ シ ュ ポ ッ ト が 共 振 リ ニ ア モ ー タ と ク ラ イ オ ク ー ラ ー の 間 の 連 結 管 上 に 配
置 し て あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 好 適 実 施 に 使 っ て も よ い 、 ダ ッ シ ュ ポ ッ ト の 一 好 適 実 施 例 の 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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